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　まちなか工房のプロジェクトとして、

都市計画、交通計画、環境問題など、広

くまちづくりに関わるテーマで様々な研

究が行われています。その内容は、都市

マスタープランといった行政計画に直結

するもの、まちなかの人の回遊行動から

都市空間の特性を明らかにするもの、省

エネといった市民活動の効果を評価・検

証するもの、市民と一緒に歩道の舗装の

デザインを考えるものなど、多岐にわた

ります。

　こうした研究成果は、毎月１回の「ま

ちづくり学習会」の場で発表するほか、

行政や経済団体など多くの方に知っても

らい役立ててもらうべく、発表会やシン

ポジウムを開催します。

　ともすれば、一般市民には縁遠い存在

である大学が、進んでまちなかに出てい

き研究拠点を構えて９年が経過しました。

この間、熊本のまちに関する様々な基礎

データや研究成果も蓄積されてきました。

　これからは、こうした研究成果をまち

に還元していくことが重要であり、その

役割をしっかり果たしていきたいと考え

ています。

スーパーへの買い物が不便な場所はどこ？ まちの中で、人々はどこを歩きどこに集まる？

楽しく歩ける歩道ってどんなのだろう？ 市民のエコの取り組みの効果はどのくらい？

全国まちづくり会議2013 in 長岡 熊本大学工学部附属まちなか工房

　GIS を使って、広い熊本市の中でどこに生活不便地域が分布しているかが分か

る。すると、道路整備、各種施設の整備を都市のどこで行えばよいのかが明らか

になる。またその効果を事前に推計することができる。

　観光客は熊本城を中心に、地元市民は商店街に。お城とまちのつながりが弱い

ことは一目瞭然。回遊性を高めるには、どの街路に手を入れればよいか検討でき

る。さらに、何かの施設ができた場合の人の流れの変化も予測できる。

今現在、中心市街地のどこでどのような電力が必要なのか？皆で節電すると金額

にしていくらの効果があるのか。まち全体での評価がわかると、省エネの意識も

一段と高まる。

回遊性を高める為に重要な街路を知った上で、住民とのワークショップを重ね、

具体的なデザイン提案を行う。学生も現場で多くを学べる。

Kumamoto 
University

都市マス 回遊行動

デザイン 評価と実証

「よくわかる熊本のまちづくり」研究発表会
平成25年 6月 18日（火）14：00～ 16：30

（位寄和久教授）
集約型都市構想計画に基づく
熊本市計画マスタープランの検討

（星野裕司准教授）
歩道のリニューアル計画
－地元商店街とのコラボ－

（田中昭雄教授）
熊本市中心地区における
省エネルギー化の経済効果と可能性

シンポジウム「まちなか工房に期待するこれからのまちなかの分析とデザイン」

（溝上章志教授）
中心市街地における
回遊行動の分析と回遊促進策
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